
(57)【要約】

【課題】　人工骨と生体骨とを簡単な操作で固定でき、

十分な固定力が得られ且つそれを持続することができ、

さらに固定位置を任意に選択することのできる人工骨固

定構造とそれに用いる固定治具を提供する。

【解決手段】　本発明の人工骨固定構造は、人工骨を、

固定治具を用いて生体骨に固定する構造であって、上記

固定治具は、（ａ）人工骨及び生体骨に螺着させるスク

リュー部材と、（ｂ）スクリュー部材で両端が固定され

、人工骨と生体骨とを連結する架橋部材と、からなり、

人工骨へのスクリュー部材の螺着に先立ち、人工骨は開

口部が予め形成され、当該開口部に、全体として円筒形

状で、中心に貫通孔を有し、先端部に少なくとも３割り

された膨張部と後端部にフランジ部とを備えた緩衝部材

を挿入して、上記開口部に仮止めし、次いでスクリュー

部材を上記緩衝部材の中心貫通孔に螺入させて先端膨張

部を開口径より拡張して上記開口部に抜け止め固定する

。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 人 工 骨 を 、 固 定 治 具 を 用 い て 生 体 骨 に 固 定 す る 構 造 で あ っ て 、
　 上 記 固 定 治 具 は 、
　 （ ａ ） 人 工 骨 及 び 生 体 骨 に 螺 着 さ せ る ス ク リ ュ ー 部 材 と 、
　 （ ｂ ） ス ク リ ュ ー 部 材 で 両 端 が 固 定 さ れ 、 人 工 骨 と 生 体 骨 と を 連 結 す る 架 橋 部 材 と 、 か
ら な り 、
　 人 工 骨 へ の ス ク リ ュ ー 部 材 の 螺 着 に 先 立 ち 、 人 工 骨 は 開 口 部 が 予 め 形 成 さ れ 、
　 該 開 口 部 に 、 全 体 と し て 円 筒 形 状 で 、 中 心 に 貫 通 孔 を 有 し 、 先 端 部 に 少 な く と も ３ 割 り
さ れ た 膨 張 部 と 後 端 部 に フ ラ ン ジ 部 と を 備 え た 緩 衝 部 材 を 挿 入 し て 、 上 記 開 口 部 に 仮 止 め
し 、 次 い で ス ク リ ュ ー 部 材 を 上 記 緩 衝 部 材 の 中 心 貫 通 孔 に 螺 入 さ せ て 先 端 膨 張 部 を 開 口 径
よ り 拡 張 し て 上 記 開 口 部 に 抜 け 止 め 固 定 す る 人 工 骨 固 定 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 緩 衝 部 材 が 、 超 高 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン か ら 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 人 工 骨 固 定
構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 緩 衝 部 材 の 貫 通 孔 の 内 径 が 、 ス ク リ ュ ー 部 材 の 外 径 よ り 小 さ く さ れ て い る 請 求 項 １ 又 は
２ に 記 載 の 人 工 骨 固 定 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 緩 衝 部 材 の 貫 通 孔 の 内 径 が 、 挿 入 部 の 一 端 か ら 他 端 に 向 か っ て 縮 径 さ れ て い る 請 求 項 １
乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 人 工 骨 固 定 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 人 工 骨 を 、 生 体 骨 に 固 定 す る た め の 固 定 治 具 で あ っ て 、 該 固 定 治 具 が 、
　 （ ａ ） 人 工 骨 及 び 生 体 骨 に 螺 着 さ せ る ス ク リ ュ ー 部 材 と 、
　 （ ｂ ） ス ク リ ュ ー 部 材 で 両 端 が 固 定 さ れ 、 人 工 骨 と 生 体 骨 と を 連 結 す る 架 橋 部 材 と 、
　 （ ｃ ） 人 工 骨 と 該 人 工 骨 に 螺 着 す る ス ク リ ュ ー 部 材 と の 間 に 介 在 さ せ る 緩 衝 部 材 で あ っ
て 、 全 体 と し て 円 筒 形 状 で 、 中 心 に 貫 通 孔 を 有 し 、 先 端 部 に 少 な く と も ３ 割 り さ れ た 膨 張
部 と 後 端 部 に フ ラ ン ジ 部 と を 備 え た 緩 衝 部 材 と 、 か ら な り 、
　 予 め 形 成 さ れ た 人 工 骨 の 開 口 部 に 緩 衝 部 材 を 挿 入 す る こ と に よ り 、 緩 衝 部 材 を 開 口 部 に
仮 止 め で き 、 次 い で ス ク リ ュ ー 部 材 を 緩 衝 部 材 の 中 心 貫 通 孔 に 螺 入 さ せ て 先 端 膨 張 部 を 開
口 部 の 開 口 径 よ り も 拡 張 す る こ と に よ り 、 緩 衝 部 材 を 開 口 部 に 抜 け 止 め 固 定 で き る 人 工 骨
固 定 治 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 緩 衝 部 材 が 、 超 高 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン か ら 形 成 さ れ て い る 請 求 項 ５ に 記 載 の 人 工 骨 固 定
治 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 貫 通 孔 の 内 径 が 、 ス ク リ ュ ー 部 材 の 外 径 よ り 小 さ く さ れ て い る 請 求 項 ５ 又 は ６ に 記
載 の 人 工 骨 固 定 治 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 貫 通 孔 の 内 径 が 、 挿 入 部 の 一 端 か ら 他 端 に 向 か っ て 縮 径 さ れ て い る 請 求 項 ５ 乃 至 ７
の い ず れ か に 記 載 の 人 工 骨 固 定 治 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 生 体 骨 の 欠 損 部 に 人 工 骨 を 固 定 す る た め の 固 定 構 造 と 、 そ れ に 用 い る 固 定 構
造 と に 関 し 、 特 に 、 ス ク リ ュ ー を 用 い て 人 工 骨 と 生 体 骨 と を 固 定 す る た め の 固 定 構 造 と 、
そ れ に 用 い る 固 定 治 具 と に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 己 や 疾 病 の 治 療 に よ り 、 生 体 骨 の 一 部 を 欠 損 し た 場 合 、 そ の 代 用 部 材 と し て 、 人 工 骨
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が 利 用 さ れ て い る 。 人 工 骨 は 、 硬 質 で あ り 且 つ 生 体 安 全 性 の 高 い セ ラ ミ ッ ク か ら 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 生 体 骨 を 固 定 す る 場 合 に は 、 ス ク リ ュ ー に よ る 螺 着 が 一 般 的 に 用 い ら れ て い る 。 固 定 は
、 生 体 骨 の 所 定 位 置 に 適 当 な 寸 法 と 深 さ の 開 口 部 を 形 成 し 、 そ の 開 口 部 に ス ク リ ュ ー を ね
じ 込 ん で 行 う 。 通 常 、 開 口 部 の 内 径 は 、 ス ク リ ュ ー の 外 径 よ り 僅 か に 小 さ く さ れ て い て 、
ス ク リ ュ ー を 螺 入 す る 時 に 、 ス ク リ ュ ー の 山 部 で 開 口 部 の 内 壁 を 僅 か に 切 削 し な が ら 進 行
さ せ る こ と に よ り 、 ス ク リ ュ ー と 生 体 骨 と を 強 力 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 人 工 骨 を 使 用 す る 場 合 に は 、 生 体 骨 と 同 様 の 手 法 に よ っ て ス ク リ ュ ー 固
定 す る こ と に は 、 い く つ か の 問 題 が あ る 。 ま ず 、 人 工 骨 に 使 用 さ れ る 材 質 が 、 生 体 骨 の よ
う に 弾 力 性 を 有 し て い な い の で 、 ス ク リ ュ ー を 螺 入 し て い る 間 に 亀 裂 を 生 じ て 破 損 す る 恐
れ が あ り 、 ま た 、 螺 着 し た と し て も 、 長 期 間 の 間 に ス ク リ ュ ー が 緩 む 可 能 性 が あ る 。 次 に
、 ス ク リ ュ ー の ね じ 込 み に よ り 生 じ た 人 工 骨 の 切 削 粉 は 、 生 体 に 何 ら か の 影 響 を 及 ぼ す 可
能 性 が あ る 。 特 に 、 頭 蓋 骨 に 人 工 骨 を 固 定 す る 場 合 等 に は 、 切 削 粉 の 影 響 は 、 無 視 で き な
い と 考 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 ス ク リ ュ ー に よ る 固 定 方 法 に 代 わ っ て 、 様 々 な 固 定 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。 特
に 、 頭 蓋 骨 の 固 定 方 法 に つ い て は 、 次 の よ う な 方 法 が 知 ら れ て い る 。
　 第 １ の 方 法 は 、 縫 合 糸 に よ る 縫 合 固 定 方 法 で あ る 。 人 工 骨 と 生 体 骨 と の 対 応 す る 位 置 に
、 小 さ い 開 口 部 を 複 数 形 成 し て 、 そ れ ら 対 応 す る 開 口 部 を 、 ナ イ ロ ン 糸 や 絹 糸 等 の 縫 合 糸
に よ っ て 縫 合 固 定 す る も の で あ る 。
　 第 ２ の 方 法 は 、 骨 セ メ ン ト 等 の 生 体 用 接 着 剤 を 用 い て 、 人 工 骨 と 生 体 骨 と の 隙 間 を 接 着
す る 接 着 固 定 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 第 ３ の 方 法 は 、 ２ 枚 の 円 形 金 属 板 を 用 い て 固 定 す る ク ラ ン プ 固 定 方 法 で あ る 。 １ 枚 の 金
属 板 を 頭 蓋 骨 の 外 側 に 、 も う １ 枚 の 金 属 板 を 頭 蓋 骨 の 内 側 に 配 置 し 、 そ れ ら の 金 属 板 を ポ
ス ト に よ っ て 結 合 す る 。 ポ ス ト は 、 人 工 骨 と 生 体 骨 と の 境 界 を 挿 通 す る よ う に 配 置 さ れ て
い る の で 、 ポ ス ト を 締 付 け て 金 属 板 を 近 づ け る こ と に よ り 、 ２ 枚 の 金 属 板 の 間 に 人 工 骨 の
縁 部 及 び 生 体 骨 の 縁 部 が 挟 み 込 ま れ て 、 人 工 骨 を 固 定 す る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 表 ２ ０ ０ ０ － ５ ０ ５ ３ ２ ３ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 ４ の 方 法 は 、 帯 状 金 属 プ レ ー ト と 、 ス ク リ ュ ー と を 併 用 し て 固 定 す る 金 属 プ レ ー ト 固
定 方 法 で あ る 。 人 工 骨 に は 、 金 属 プ レ ー ト を 挿 通 す る ス ロ ッ ト と 、 金 属 プ レ ー ト の 一 端 部
と 係 合 す る 係 合 構 造 部 と が 形 成 さ れ て い る 。 金 属 プ レ ー ト は 、 そ の 一 端 を 人 工 骨 の 係 合 構
造 部 と 係 合 し 、 中 間 部 を ス ロ ッ ト に 挿 通 す る こ と に よ り 、 人 工 骨 に 固 定 さ れ る 。 金 属 プ レ
ー ト の 他 端 は 、 生 体 骨 の 方 向 に 延 出 し て お り 、 他 端 に 形 成 さ れ た ス ク リ ュ ー 穴 を 用 い て 、
金 属 プ レ ー ト を 生 体 骨 の 表 面 に ネ ジ 止 め す る 。
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ３ ５ ２ ２ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 こ れ ら の 固 定 方 法 に は 、 以 下 の よ う な 問 題 点 が あ る 。
　 第 １ の 縫 合 固 定 方 法 で は 、 糸 の 強 度 に 依 存 し て 、 １ 箇 所 あ た り の 固 定 力 が 小 さ い 。 そ の
た め 、 安 定 し た 固 定 を 得 る に は 多 数 箇 所 を 縫 合 す る 必 要 が あ り 、 そ れ に 合 わ せ て 、 縫 合 用
の 穴 も 多 数 形 成 す る 必 要 が あ り 、 手 間 が か か っ た 。 ま た 、 骨 同 士 の 縫 合 が 比 較 的 煩 雑 な 作
業 で あ る の で 、 多 数 箇 所 の 縫 合 は 、 術 者 へ の 負 担 と 、 手 術 時 間 延 長 に 伴 う 患 者 へ の 負 担 と
の 両 方 を 増 加 さ せ て い た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ２ の 接 着 固 定 方 法 で は 、 モ ノ マ ー と 重 合 開 始 材 を 混 濁 し た ペ ー ス ト を ポ リ マ ー 化 す る
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こ と に よ り 接 着 固 定 し て い る が 、 固 定 完 了 後 に も モ ノ マ ー が 多 少 残 留 す る こ と が あ り 、 頭
蓋 骨 に 使 用 す る 場 合 に は 厳 重 な 注 意 を 必 要 と し て い た 。 ま た 、 再 手 術 に よ り 人 工 骨 の 除 去
及 び 再 固 定 が 必 要 に な っ た と き に 、 生 体 骨 に 付 着 し た 接 着 剤 を 完 全 に 除 去 す る こ と が 困 難
で あ り 、 再 固 定 時 に 問 題 に な る こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ３ の ク ラ ン プ 固 定 方 法 で は 、 頭 蓋 骨 の 内 側 に 配 置 し た 金 属 板 が 、 硬 膜 に 直 接 に 接 触 し
て い る の で 、 固 定 作 業 中 及 び 固 定 後 に 、 金 属 板 に よ り 硬 膜 が 損 傷 を 受 け る お そ れ が あ る 。
ま た 、 人 工 骨 と 生 体 骨 と の 厚 み が 異 な る と 、 十 分 な 固 定 力 が 得 ら れ な い 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ４ の 金 属 プ レ ー ト 固 定 方 法 で は 、 金 属 プ レ ー ト の 幅 に 合 わ せ て 比 較 的 大 き い ス ロ ッ ト
を 形 成 し な く て は な ら ず 、 そ の た め 固 定 箇 所 が 制 限 さ れ る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 人 工 骨 と 生 体 骨 と を 簡 単 な 操 作 で 固 定 で き 、 頭 蓋 骨 の 固 定 に も 適 し
て お り 、 十 分 な 固 定 が 得 ら れ 且 つ そ れ を 持 続 す る こ と が で き 、 さ ら に 生 体 骨 の 形 状 に 合 わ
せ て 固 定 位 置 を 任 意 に 選 択 す る こ と の で き る 人 工 骨 固 定 構 造 と 、 そ れ に 用 い る 固 定 治 具 を
提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 人 工 骨 を 、 固 定 治 具 を 用 い て 生 体 骨 に 固 定 す る 構 造 で あ っ て 、 固 定 治 具 は 、
人 工 骨 及 び 生 体 骨 に 螺 着 さ せ る ス ク リ ュ ー 部 材 と 、 ス ク リ ュ ー 部 材 で 両 端 が 固 定 さ れ 、 人
工 骨 と 生 体 骨 と を 連 結 す る 架 橋 部 材 と 、 か ら な る 。 人 工 骨 へ の ス ク リ ュ ー 部 材 の 螺 着 に 先
立 ち 、 人 工 骨 に は 開 口 部 が 予 め 形 成 さ れ て お り 、 こ の 開 口 部 に は 、 緩 衝 部 材 が 挿 入 さ れ て
い る 。 緩 衝 部 材 は 、 全 体 と し て 円 筒 形 状 で 、 中 心 に 貫 通 孔 を 有 し 、 先 端 部 に 少 な く と も ３
割 り さ れ た 膨 張 部 と 後 端 部 に フ ラ ン ジ 部 と を 備 え て い る 。 緩 衝 部 材 は 、 人 工 骨 の 開 口 部 に
挿 入 す る こ と に よ り 仮 止 め さ れ 、 緩 衝 部 材 の 中 心 貫 通 孔 に ス ク リ ュ ー 部 材 を 螺 入 す る こ と
に よ り 先 端 膨 張 部 が 人 工 骨 開 口 部 の 開 口 径 よ り 拡 張 さ れ て 、 開 口 部 に 抜 け 止 め 固 定 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 人 工 骨 固 定 構 造 に 用 い る た め の 固 定 治 具 で あ っ て 、 人 工 骨 及 び 生 体 骨
に 螺 着 さ せ る ス ク リ ュ ー 部 材 と 、 ス ク リ ュ ー 部 材 で 両 端 が 固 定 さ れ 、 人 工 骨 と 生 体 骨 と を
連 結 す る 架 橋 部 材 と 、 人 工 骨 と 該 人 工 骨 に 螺 着 す る ス ク リ ュ ー 部 材 と の 間 に 介 在 さ せ る 緩
衝 部 材 か ら 成 る 。 緩 衝 部 材 は 、 全 体 と し て 円 筒 形 状 で 、 中 心 に 貫 通 孔 を 有 し 、 先 端 部 に 少
な く と も ３ 割 り さ れ た 膨 張 部 と 後 端 部 に フ ラ ン ジ 部 と を 備 え て お り 、 予 め 形 成 さ れ た 人 工
骨 の 開 口 部 に 緩 衝 部 材 を 挿 入 す る こ と に よ り 、 緩 衝 部 材 を 開 口 部 に 仮 止 め で き 、 次 い で ス
ク リ ュ ー 部 材 を 緩 衝 部 材 の 中 心 貫 通 孔 に 螺 入 さ せ て 先 端 膨 張 部 を 開 口 部 の 開 口 径 よ り も 拡
張 す る こ と に よ り 、 緩 衝 部 材 を 開 口 部 に 抜 け 止 め 固 定 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 人 工 骨 固 定 構 造 は 、 緩 衝 部 材 の 挿 入 と ス ク リ ュ ー の 螺 着 と に よ り 、 人 工 骨 と 生
体 骨 と を 結 合 す る こ と が で き る の で 、 非 常 に 簡 便 で 、 且 つ 安 定 し た 固 定 力 を 得 る こ と が で
き る 。 緩 衝 部 材 の 膨 出 部 に は 、 切 込 み 部 が 形 成 さ れ て い る の で 、 緩 衝 部 材 を 人 工 骨 に 挿 入
す る と き に は 、 膨 出 部 の 外 径 が わ ず か に 縮 ん で 開 口 部 を 通 過 す る こ と が で き 、 さ ら に 、 膨
出 部 が 開 口 部 か ら 突 出 す る と 、 膨 出 部 の 外 径 が 元 の 寸 法 に 戻 る の で 、 開 口 部 内 径 よ り 僅 か
に 大 き い 外 径 を 有 す る 膨 出 部 は 、 開 口 部 の 縁 部 に 係 合 す る 。 こ れ に よ り 、 人 工 骨 用 ス ク リ
ュ ー を 螺 入 し て い る 間 に 緩 衝 部 材 が 人 工 骨 の 開 口 部 か ら 脱 落 す る こ と が な い の で 、 螺 着 作
業 が 容 易 に な り 、 螺 着 後 の 人 工 骨 用 ス ク リ ュ ー の 固 定 も 確 実 に で き る 利 点 が あ る 。 ま た 、
再 手 術 等 で 人 工 骨 を 摘 出 す る 場 合 に は 、 ス ク リ ュ ー を 外 す の み で 容 易 に 取 り 出 す こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 人 工 骨 固 定 構 造 は 、 緩 衝 部 材 の 挿 入 及 び ス ク リ ュ ー の 螺 入 の 操 作 を 、 全 て 骨 格
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の 表 面 側 か ら 行 う こ と が で き る の で 、 頭 蓋 骨 の よ う に 表 面 側 の み が 露 出 し て い る 骨 格 に 好
適 に 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ス ク リ ュ ー の 長 さ を 適 切 に 選 択 す れ ば 、 骨 格 の 裏 面 側
に 突 出 す る 金 属 部 材 が 存 在 し な い の で 、 骨 格 裏 面 側 に 隣 接 す る 臓 器 、 例 え ば 頭 蓋 骨 で あ れ
ば 硬 膜 や 脳 等 を 傷 つ け る お そ れ が な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 人 工 骨 固 定 構 造 で は 、 通 常 は 、 緩 衝 部 材 の フ ラ ン ジ が 人 工 骨 の 表 面 側 に 位 置 し
て お り 、 フ ラ ン ジ の 上 に 架 橋 部 材 を 配 置 し て ス ク リ ュ ー 固 定 す る の で 、 人 工 骨 表 面 と 架 橋
部 材 と が 直 接 に 接 触 す る こ と が な く 、 人 工 骨 と 架 橋 部 材 と の 間 で 摩 耗 粉 が 発 生 す る の を 抑
制 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 通 常 の 頭 蓋 骨 用 人 工 骨 に は 、 浸 出 液 用 の 多 数 の 開 口 部 が 形 成 さ れ て い る が 、 本
願 発 明 の 人 工 骨 固 定 構 造 は 、 そ の 開 口 部 を 利 用 し て 人 工 骨 を 固 定 す る こ と が で き る の で 、
固 定 の た め に 人 工 骨 に 開 口 部 を 別 途 形 成 す る 必 要 が な く 、 ま た 、 実 際 に 人 工 骨 を 固 定 す る
時 に 開 口 部 を 選 択 す る こ と に よ り 、 比 較 的 自 由 に 固 定 位 置 を 決 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 人 工 骨 固 定 治 具 は 、 本 発 明 に か か る 人 工 骨 固 定 構 造 に 好 適 に 使 用 さ れ る の で 、
本 発 明 の 固 定 治 具 を 用 い る こ と に よ り 、 頭 蓋 骨 の 一 部 に 人 工 骨 を 固 定 す る 施 術 に も 適 し 、
人 工 骨 を 長 期 的 に 安 定 し て 固 定 で き 、 且 つ 固 定 位 置 を 比 較 的 自 由 に 選 択 で き る と い う 効 果
が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 人 工 骨 固 定 構 造 は 、 人 工 骨 を 、 固 定 治 具 を 用 い て 生 体 骨 に 固 定 す る 構 造 で あ っ
て 、 上 記 固 定 治 具 は 、 （ ａ ） 人 工 骨 及 び 生 体 骨 に 螺 着 さ せ る ス ク リ ュ ー 部 材 と 、 （ ｂ ） ス
ク リ ュ ー 部 材 で 両 端 が 固 定 さ れ 、 人 工 骨 と 生 体 骨 と を 連 結 す る 架 橋 部 材 と 、 か ら な り 、 人
工 骨 へ の ス ク リ ュ ー 部 材 の 螺 着 に 先 立 ち 、 人 工 骨 は 開 口 部 が 予 め 形 成 さ れ 、 当 該 開 口 部 に
、 全 体 と し て 円 筒 形 状 で 、 中 心 に 貫 通 孔 を 有 し 、 先 端 部 に 少 な く と も ３ 割 り さ れ た 膨 張 部
と 後 端 部 に フ ラ ン ジ 部 と を 備 え た 緩 衝 部 材 を 挿 入 し て 、 上 記 開 口 部 に 仮 止 め し 、 次 い で ス
ク リ ュ ー 部 材 を 上 記 緩 衝 部 材 の 中 心 貫 通 孔 に 螺 入 さ せ て 先 端 膨 張 部 を 開 口 径 よ り 拡 張 し て
上 記 開 口 部 に 抜 け 止 め 固 定 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 人 工 固 定 構 造 で は 、 本 発 明 の 人 工 骨 固 定 治 具 を 用 い る こ と が で き る 。 固 定 治 具 は 、
（ ａ ） 人 工 骨 及 び 生 体 骨 に 螺 着 さ せ る ス ク リ ュ ー 部 材 と 、 （ ｂ ） ス ク リ ュ ー 部 材 で 両 端 が
固 定 さ れ 、 人 工 骨 と 生 体 骨 と を 連 結 す る 架 橋 部 材 と 、 （ ｃ ） 人 工 骨 と 該 人 工 骨 に 螺 着 す る
ス ク リ ュ ー 部 材 と の 間 に 介 在 さ せ る 緩 衝 部 材 で あ っ て 、 全 体 と し て 円 筒 形 状 で 、 中 心 に 貫
通 孔 を 有 し 、 先 端 部 に 少 な く と も ３ 割 り さ れ た 膨 張 部 と 後 端 部 に フ ラ ン ジ 部 と を 備 え た 緩
衝 部 材 と 、 か ら な り 、 予 め 形 成 さ れ た 人 工 骨 の 開 口 部 に 緩 衝 部 材 を 挿 入 す る こ と に よ り 、
緩 衝 部 材 を 開 口 部 に 仮 止 め で き 、 次 い で ス ク リ ュ ー 部 材 を 緩 衝 部 材 の 中 心 貫 通 孔 に 螺 入 さ
せ て 先 端 膨 張 部 を 開 口 部 の 開 口 径 よ り も 拡 張 す る こ と に よ り 、 緩 衝 部 材 を 開 口 部 に 抜 け 止
め 固 定 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 人 工 骨 固 定 構 造 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 人 工 骨 ８ と 生 体 骨 ９ と を 、 人 工 骨 固
定 治 具 １ １ に よ り 連 結 す る 構 造 で あ る 。 人 工 骨 固 定 治 具 １ １ は 、 プ レ ー ト と 呼 ば れ る 架 橋
部 材 ５ と 、 ス ク リ ュ ー ３ １ 、 ４ １ と 、 緩 衝 部 材 ２ と か ら 成 っ て い る 。 プ レ ー ト ５ は 、 そ の
両 側 に 形 成 さ れ た ス ク リ ュ ー 穴 ５ ２ に 人 工 骨 用 ス ク リ ュ ー ３ １ 及 び 生 体 骨 用 ス ク リ ュ ー ４
１ を 挿 通 し 、 人 工 骨 用 ス ク リ ュ ー ３ １ と 生 体 骨 用 ス ク リ ュ ー ４ １ と を 、 そ れ ぞ れ 人 工 骨 ８
と 生 体 骨 ９ と に ネ ジ 止 め す る こ と に よ り 、 固 定 さ れ て い る 。 人 工 骨 ８ で は 、 人 工 骨 用 ス ク
リ ュ ー ３ １ は 、 緩 衝 部 材 ２ を 介 し て 固 定 さ れ て お り 、 生 体 骨 ９ で は 、 生 体 骨 用 ス ク リ ュ ー
４ １ を 直 接 に ね じ 込 ん で 固 定 さ れ て い る 。 緩 衝 部 材 ２ は 、 人 工 骨 ８ の 開 口 部 ８ １ に 挿 入 さ
れ て 、 緩 衝 部 材 ２ の フ ラ ン ジ 部 ２ １ と 膨 出 部 ２ ２ と に よ り 、 開 口 部 ８ １ の 内 部 に 支 持 さ れ
て い る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ （ Ａ ） 及 び （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 緩 衝 部 材 ２ は 、 円 筒 状 の 挿 入 部 ２ ３ と 、 そ の 一 端
２ ３ １ に 形 成 さ れ た フ ラ ン ジ 部 ２ １ と 、 他 端 ２ ３ ２ に 形 成 さ れ た 膨 出 部 ２ ２ と が 一 体 に 形
成 さ れ て い る 。 挿 入 部 ２ ３ の 膨 出 部 側 端 部 ２ ３ ２ と 膨 出 部 ２ ２ と は 、 ４ つ の 切 込 み 部 ２ ５
に よ り ４ つ に 等 割 さ れ て お り 、 外 方 か ら の 応 力 に よ り 、 膨 出 部 ２ ２ の 外 径 を わ ず か に 縮 小
す る こ と が 可 能 に な っ て い る 。 挿 入 部 ２ １ の 内 部 に は 、 貫 通 孔 ２ ４ が 挿 入 部 ２ ３ の 長 手 方
向 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い て 、 そ の 両 端 部 が 外 部 に 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 緩 衝 部 材 ２ の 挿 入 部 ２ ３ の 形 状 寸 法 は 、 人 工 骨 ８ の 開 口 部 ８ １ の 形 状 寸 法 に 合 わ せ て 決
定 さ れ る 。 開 口 部 ８ １ が 円 筒 形 の 場 合 に は 、 挿 入 部 ２ ３ を 円 筒 形 に す る の が 好 ま し く 、 そ
の 外 径 は 、 開 口 部 ８ １ の 内 径 よ り 僅 か に 小 さ く 形 成 す る の が よ く 、 開 口 部 ８ １ に 挿 入 部 ２
３ を ス ム ー ズ に 挿 入 で き る 。 挿 入 部 ２ ３ の 長 さ は 、 人 工 骨 ８ の 厚 さ と 同 程 度 又 は 僅 か に 長
く す る の が 好 ま し く 、 挿 入 後 に 緩 衝 部 材 が ガ タ つ く の を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 緩 衝 部 材 ２ の フ ラ ン ジ 部 ２ １ は 、 図 ２ で は 円 形 に さ れ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 任
意 の 形 状 に す る こ と が で き る 。 フ ラ ン ジ 部 ２ １ に は 、 プ レ ー ト ５ が 人 工 骨 ８ に 直 接 に 接 触
す る の を 防 止 す る 機 能 が あ る の で 、 プ レ ー ト ５ の 形 状 に 合 わ せ て 適 宜 変 更 す る の が 好 ま し
い 。 フ ラ ン ジ 部 ２ １ の 厚 さ ２ １ ｔ は 、 厚 す ぎ る と 、 プ レ ー ト ５ が 浮 き 上 が る 若 し く は 人 工
骨 が 埋 没 す る 問 題 が あ り 、 薄 す ぎ る と 、 人 工 骨 用 ス ク リ ュ ー ３ １ の 締 付 け 後 に フ ラ ン ジ 部
２ １ が 圧 縮 さ れ る と 、 プ レ ー ト ５ が 人 工 骨 ８ と 接 触 す る 可 能 性 が あ る 。 よ っ て 、 フ ラ ン ジ
部 ２ １ の 厚 さ ２ １ ｔ は 、 固 定 す る 人 工 骨 ８ の 厚 さ と 固 定 部 位 、 及 び 形 成 す る 材 質 の 圧 縮 容
易 性 に 合 わ せ て 適 宜 設 定 す る の が よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 緩 衝 部 材 ２ の 膨 出 部 ２ ２ は 、 緩 衝 部 材 ２ が 、 人 工 骨 ８ の 開 口 部 ８ １ に 挿 入 し た 後 に 脱 落
す る の を 防 止 す る た め に 形 成 さ れ て い る 。 膨 出 部 ２ ２ は 、 開 口 部 ８ １ の 裏 面 側 ま で 突 出 さ
せ る こ と に よ り 開 口 部 ８ １ の 裏 面 側 縁 部 に 係 合 す る 。 こ れ に よ り 、 緩 衝 部 材 ２ は 、 開 口 部
８ １ か ら 抜 け に く く な る 。 よ っ て 、 膨 出 部 ２ ２ の 外 径 は 、 開 口 部 ８ の 内 径 よ り も 大 き く し
な く て は な ら い 。 し か し な が ら 、 そ の 寸 法 差 が 大 き す ぎ る と 、 膨 出 部 ２ ２ を 開 口 部 ８ に 挿
通 さ せ に く く な る の で 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 緩 衝 部 材 ２ 切 込 み 部 ２ ５ は 、 少 な く と も ３ つ 形 成 さ れ て い る 。 切 込 み 部 ２ ５ の 数 が ２ つ
以 下 で あ る と 、 膨 出 部 ２ ２ の 外 径 が 縮 径 し に く く 、 膨 出 部 ２ ２ を 人 工 骨 ８ の 開 口 部 ８ １ に
挿 入 す る 際 に 比 較 的 強 い 力 で 押 し 込 む 必 要 が あ り 、 人 工 骨 ８ や 緩 衝 部 材 ２ に 不 要 な 応 力 を
与 え る こ と に な る の で 好 ま し く な い 。 特 に 、 切 込 み 部 ２ ５ の 数 が ３ つ ～ ６ つ で あ る の が 好
ま し く 、 人 工 骨 ８ の 開 口 部 ８ １ に 緩 衝 部 材 ２ を 挿 入 し や す く 、 且 つ 挿 入 後 に 膨 出 部 ２ ２ が
開 口 部 ８ １ の 外 部 に 係 合 し て い る 間 に 、 膨 出 部 ２ ２ が 僅 か な 力 で 縮 ん で 開 口 部 ８ １ か ら 抜
け る 不 都 合 が 起 こ り に く い 。 し か し な が ら 、 緩 衝 部 材 ２ の 材 質 に よ っ て は 、 切 込 み 部 の 数
を 変 更 す る こ と が で き 、 例 え ば 、 緩 衝 部 材 ２ を 硬 質 材 料 で 形 成 し た 場 合 に は 、 膨 出 部 ２ ２
が 縮 径 し に く く な る の で 、 切 込 み 部 の 数 を ７ つ 以 上 形 成 す る の が 好 ま し い 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 緩 衝 部 材 ２ の 貫 通 孔 ２ ４ は 、 ネ ジ 切 り し て い な い 曲 面 の 内 壁 ２ ４ ３ で 構 成 さ れ て い る 。
通 常 は 、 貫 通 孔 ２ ４ の 内 径 を 、 人 工 骨 用 ス ク リ ュ ー ３ の 外 径 ３ ｄ よ り も 小 さ く す る 。 貫 通
孔 ２ ４ の 内 壁 ２ ４ ３ は 、 貫 通 孔 ２ ４ 内 に 人 工 骨 用 ス ク リ ュ ー ３ を ね じ 込 む こ と に よ り 、 内
壁 ２ ４ ３ に ネ ジ 溝 が 形 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 内 壁 ２ ４ ３ と 人 工 骨 用 ス ク リ ュ ー ３ の 外 面
と を 密 着 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 貫 通 孔 ２ ４ は 、 フ ラ ン ジ 部 ２ １ 側 の 内 径 ２ ４ １ ｄ か ら 、 膨 出 部 側 の 内 径 ２ ４ ２
ｄ に 向 か っ て 縮 径 さ れ て い る の が 好 ま し い 。 挿 入 部 ２ ２ の 膨 出 部 側 端 部 ２ ３ ２ に は 、 切 込
み 部 ２ ５ が 形 成 さ れ て い る の で 、 膨 出 部 ２ ２ を 内 方 に 縮 径 す る 応 力 が か か る と 、 緩 衝 部 材
２ は 、 人 工 骨 ８ の 開 口 部 ８ １ か ら 脱 落 す る お そ れ が あ る 。 貫 通 孔 ２ ４ の 膨 出 部 側 の 内 径 ２
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４ ２ ｄ を 小 さ く す る こ と に よ り 、 貫 通 孔 ２ ４ に 人 工 骨 用 ス ク リ ュ ー ３ を ね じ 込 む と 、 膨 出
部 ２ ２ を 外 方 に 押 し 出 す 応 力 が 発 生 し て 、 開 口 部 ８ １ か ら 緩 衝 部 材 ２ が 脱 落 す る の を 効 果
的 に 抑 制 で き る 。 ま た 、 貫 通 孔 ２ ４ を 全 体 的 に 小 径 に す る の に 比 べ て 、 人 工 骨 用 ス ク リ ュ
ー ３ の ね じ 込 み に 要 す る 力 が 小 さ く 済 む の で 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 緩 衝 部 材 ２ は 、 体 内 で 長 期 間 に わ た っ て 使 用 さ れ る の で 、 耐 摩 耗 性 、 生 体 安 全 性 の あ る
材 料 か ら 形 成 し な く て は な ら な い 。 さ ら に 、 本 発 明 に お け る 緩 衝 部 材 ２ の 使 用 方 法 に よ っ
て 求 め ら れ る 材 料 の 性 質 と し て 、 （ １ ） 膨 出 部 ２ ２ を 人 工 骨 ８ の 開 口 部 ８ １ に 挿 入 す る 際
に 縮 径 で き 、 且 つ 膨 出 部 ２ ２ が 開 口 部 ８ １ か ら 突 出 し た 後 に 元 の 形 状 に 復 元 で き る 弾 力 性
と 、 （ ２ ） 貫 通 孔 ２ ４ に 人 工 骨 用 ス ク リ ュ ー ３ を 螺 入 す る 際 に 、 ス ク リ ュ ー ３ を ね じ 込 ん
で 貫 通 孔 内 壁 ２ ４ ３ に ネ ジ 溝 を 形 成 で き 且 つ ス ク リ ュ ー ３ が 脱 落 し な い 程 度 に 保 持 で き る
硬 度 と 、 （ ３ ） 人 工 骨 用 ス ク リ ュ ー ３ を ね じ 込 ん で 、 プ レ ー ト ５ が フ ラ ン ジ 部 ２ １ を 圧 縮
す る と き に 、 フ ラ ン ジ 部 ２ １ の 厚 さ ２ １ ｔ が 極 端 に 小 さ く な ら な い 程 度 の 圧 縮 変 形 性 な ど
の 性 質 が あ る 。 現 在 知 ら れ て い る 生 体 安 全 性 の 高 い プ ラ ス チ ッ ク で あ る 超 高 分 子 量 ポ リ エ
チ レ ン （ Ｕ Ｈ Ｍ Ｗ Ｐ Ｅ ） は 、 上 記 の 性 質 を 有 し て お り 、 緩 衝 部 材 ２ の 材 料 と し て 好 ま し く
用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 人 工 骨 用 ス ク リ ュ ー ３ と 生 体 骨 用 ス ク リ ュ ー ４ と は 、 そ れ ら の 先 端
部 ３ ２ 、 ４ ２ の 形 状 が 異 な っ て い る 。 生 体 骨 用 ス ク リ ュ ー ４ １ は 、 生 体 骨 ９ を ネ ジ 切 り し
な が ら 螺 入 で き る よ う に 、 先 端 部 ４ ２ が 尖 っ て い る 。 こ れ に 対 し て 、 人 工 骨 用 ス ク リ ュ ー
３ で は 、 緩 衝 部 材 ２ の 貫 通 孔 ２ ４ に 螺 入 し て 緩 衝 部 材 ２ の 貫 通 孔 内 壁 ２ ４ ３ に 螺 着 す る の
で 、 先 端 部 ３ １ が 尖 っ て い る 必 要 は な く 、 好 ま し く は 丸 く さ れ て い る 。 人 工 骨 ８ は 、 生 体
骨 に 比 べ て 厚 さ が 薄 い 事 が あ り 、 生 体 骨 用 ス ク リ ュ ー ４ と 同 じ 先 端 形 状 の ス ク リ ュ ー を 使
用 し た 場 合 に 、 尖 っ た 先 端 部 が 人 工 骨 ８ の 裏 面 か ら 突 出 し て 、 骨 格 の 内 部 に あ る 臓 器 に 損
傷 を 与 え る 危 険 が あ る 。 そ こ で 、 人 工 骨 用 ス ク リ ュ ー ３ の 先 端 部 ３ １ を 丸 く し て 、 も し も
先 端 部 ３ １ が 人 工 骨 ８ の 裏 面 か ら 突 出 し た と し て も 、 臓 器 に 損 傷 を 与 え る こ と の な い よ う
に す る の が 好 ま し い 。 ま た 、 人 工 骨 用 ス ク リ ュ ー ３ の 長 さ を 、 使 用 す る 人 工 骨 ８ の 厚 さ に
合 わ せ て 変 更 し て 、 先 端 部 ３ １ が 突 出 し な い よ う に 設 定 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 人 工 骨 用 ス ク リ ュ ー ３ と 生 体 骨 用 ス ク リ ュ ー ４ と は 、 そ の 使 用 状 況 に 合 わ せ て 先 端 形 状
が 異 な っ て い る が 、 非 常 に 小 さ い も の な の で 、 先 端 形 状 の 視 認 に よ り 識 別 す る の は 困 難 で
、 ２ 種 類 の ス ク リ ュ ー が 誤 用 さ れ る 危 険 性 が 高 い 。 そ こ で 、 視 認 以 外 の 方 法 に よ り 、 識 別
可 能 に さ れ て い る の が 好 ま し い 。 例 え ば 、 ス ク リ ュ ー ３ 、 ４ の 頭 部 ３ １ 、 ４ １ に 形 成 さ れ
る ド ラ イ バ ー 用 の 溝 の 形 状 や 寸 法 を 異 な ら せ て 、 そ れ ぞ れ 専 用 の ド ラ イ バ ー で の み 螺 入 可
能 に す る 方 法 が 考 え ら れ る 。 実 際 に 、 人 工 骨 用 ス ク リ ュ ー ３ と 生 体 骨 用 ス ク リ ュ ー ４ と で
は 、 螺 入 時 に 異 な る ト ル ク 制 御 を 必 要 と す る こ と か ら 、 そ れ ぞ れ 専 用 ド ラ イ バ ー を 使 用 す
る の が 好 ま し い 。
　 人 工 骨 用 ス ク リ ュ ー ３ 及 び 生 体 骨 用 ス ク リ ュ ー ４ は 、 生 体 骨 ９ に ね じ 込 む こ と の で き る
硬 さ を 有 し 、 且 つ 生 体 安 全 性 の 高 い 材 質 か ら 形 成 さ れ て お り 、 例 え ば 、 チ タ ン や チ タ ン 合
金 な ど の 金 属 か ら 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 人 工 骨 ８ と 生 体 骨 ９ と の 間 を 架 橋 し て 接 続 す る プ レ ー ト ５ は 、 既 知 の プ レ ー ト シ ス テ ム
で 利 用 さ れ る マ イ ク ロ プ レ ー ト を 利 用 す る こ と が で き る 。 マ イ ク ロ プ レ ー ト は 、 生 体 安 全
性 の 高 い チ タ ン 又 は チ タ ン 合 金 の 薄 板 か ら 成 り 、 細 幅 帯 状 の 架 橋 部 ５ １ と ス ク リ ュ ー を 挿
通 す る ス ク リ ュ ー 穴 ５ ２ と を 、 適 宜 配 置 し て 成 形 さ れ て い る 。 架 橋 部 の 配 置 形 態 に よ り 、
様 々 な 形 状 の マ イ ク ロ プ レ ー ト が あ る 。 例 え ば 、 架 橋 部 を 直 線 に 配 置 し た Ｉ 型 プ レ ー ト 、
Ｉ 型 プ レ ー ト の 一 方 の 端 部 を 直 角 方 向 に 屈 曲 し た Ｌ 型 プ レ ー ト 、 Ｉ 型 プ レ ー ト の 一 方 の 端
部 を 分 岐 し た Ｙ 型 プ レ ー ト 、 Ｉ 型 プ レ ー ト の 両 方 の 端 部 を 分 岐 し た Ｘ 型 プ レ ー ト 、 架 橋 部
を 四 角 形 に 結 合 し た □ 型 プ レ ー ト 、 架 橋 部 を 三 角 形 に 結 合 し た △ 型 プ レ ー ト が あ り 、 さ ら
に 変 形 例 と し て 、 透 か し 模 様 を 設 け た 円 形 プ レ ー ト の 周 囲 に 複 数 の ス ク リ ュ ー 穴 を 備 え た
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○ 型 が あ る 。 い ず れ の 形 状 の マ イ ク ロ プ レ ー ト も 、 本 発 明 に 好 適 に 利 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 に か か る 人 工 骨 固 定 治 具 １ １ を 用 い た 人 工 骨 固 定 構 造 １ は 、 人 工 骨 ８ の 開 口 部 ８
１ に 緩 衝 部 材 ２ を 挿 入 す る 操 作 と 、 人 工 骨 ８ に 架 橋 部 材 ５ を 固 定 す る 操 作 と 、 生 体 骨 ９ に
架 橋 部 材 ５ と 操 作 と 、 に よ り 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 緩 衝 部 材 ２ の 挿 入 操 作 で は 、 人 工 骨 ８ の 開 口 部 ８ １ に 、 人 工 骨 表 面 側 ８ ５ か ら 緩 衝 部 材
２ の 膨 出 部 ２ ２ 及 び 挿 入 部 ２ ３ を 挿 入 す る 。 緩 衝 部 材 ２ の 膨 出 部 ２ ２ の 外 径 は 、 開 口 部 ８
１ の 内 径 よ り も 大 き く さ れ て い る 。 し か し 、 切 込 み 部 ２ ５ が 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 膨
出 部 ２ ２ の 外 径 を 縮 径 で き る の で 、 膨 出 部 ２ ２ を 開 口 部 ８ １ に 比 較 的 容 易 に 挿 入 す る こ と
が で き る 。 緩 衝 部 材 ２ は 、 膨 出 部 ２ ２ が 貫 通 孔 ８ １ を 通 り 抜 け て 、 人 工 骨 ８ の 裏 面 側 ８ ６
に 突 出 す る ま で 挿 入 さ れ る 。 人 工 骨 裏 面 側 ８ ６ 突 出 し た 膨 出 部 ２ ２ は 、 縮 径 方 向 の 応 力 か
ら 解 放 さ れ て 、 元 の 外 径 に 復 元 す る 。 こ れ に よ り 、 膨 出 部 ２ ２ の 外 径 が 開 口 部 ８ １ の 内 径
よ り 大 寸 法 に な る の で 、 膨 出 部 ２ ２ が 開 口 部 ８ １ の 縁 部 に 係 合 す る 。 ま た 、 人 工 骨 表 面 側
８ ５ で は 、 開 口 部 ８ １ の 周 辺 に 、 緩 衝 部 材 ２ の フ ラ ン ジ ２ １ が 延 び て お り 、 緩 衝 部 材 ２ が
さ ら に 開 口 部 ８ １ に 挿 入 さ れ る の を 阻 ん で い る 。 こ の よ う に し て 、 緩 衝 部 材 ２ は 、 フ ラ ン
ジ ２ １ と 膨 出 部 ２ ２ と に よ り 、 開 口 部 ８ １ の 内 部 に 仮 固 定 さ れ る 。 し か し な が ら 、 膨 出 部
２ ２ は 、 比 較 的 弱 い 力 で 縮 径 す る の で 、 こ の 状 態 で 長 期 間 に わ た っ て 使 用 す る と 、 緩 衝 部
材 ２ の 脱 落 の 危 険 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 人 工 骨 ８ と 架 橋 部 材 ５ と の 固 定 操 作 で は 、 人 工 骨 用 ス ク リ ュ ー ３ を 、 ま ず プ レ ー ト ５ の
ス ク リ ュ ー 穴 ５ ２ の １ つ に 挿 通 し 、 次 い で 緩 衝 部 材 ２ の 貫 通 孔 ２ ４ に 人 工 骨 表 面 側 ８ ５ か
ら 螺 入 し て 、 貫 通 孔 内 壁 ２ ４ ３ に 螺 着 す る 。 人 工 骨 用 ス ク リ ュ ー ３ の 先 端 部 ３ ２ が 、 切 込
み 部 ２ ５ の 形 成 さ れ て い る 領 域 ま で 到 達 す る と 、 膨 出 部 ２ ２ の 外 径 が 縮 径 し に く く な り 、
ス ク リ ュ ー ３ が よ り 深 く 挿 入 さ れ る と 、 膨 張 部 ２ ２ を 縮 径 で き な く な る 。 よ っ て 、 緩 衝 部
材 ２ は 、 人 工 骨 ８ の 開 口 部 ８ １ か ら 脱 落 す る 可 能 性 が 殆 ど な く 、 長 期 間 に わ た っ て 安 定 し
た 結 合 力 が 得 ら れ る 。 人 工 骨 用 ス ク リ ュ ー ３ は 、 緩 衝 部 材 ２ に 螺 着 す る こ と に よ り 、 プ レ
ー ト ５ と 共 に 人 工 骨 ８ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 生 体 骨 ９ と 架 橋 部 材 ５ と の 固 定 操 作 で は 、 生 体 骨 用 ス ク リ ュ ー ４ を 、 プ レ ー ト ５ の 別 の
ス ク リ ュ ー 穴 ５ ２ に 挿 通 し 、 そ し て 生 体 骨 ９ に そ の 表 面 側 ９ ５ か ら ね じ 込 む こ と に よ り 、
生 体 骨 ９ と プ レ ー ト ５ と を 結 合 す る 。 生 体 骨 用 ス ク リ ュ ー ４ を 生 体 骨 ９ に 螺 着 す る 位 置 は
、 人 工 骨 ８ に 固 定 済 み の プ レ ー ト ５ の ス ク リ ュ ー 穴 ５ ２ に 合 わ せ て 決 定 さ れ る 。 生 体 骨 ９
と 生 体 骨 用 ス ク リ ュ ー ４ と の 螺 着 は 、 従 来 か ら 行 わ れ て い る 固 定 方 法 で あ り 、 生 体 骨 ９ が
弾 力 性 を 有 す る こ と か ら 、 長 期 間 に わ た っ て 安 定 し た 結 合 力 が 得 ら れ る 。 生 体 骨 用 ス ク リ
ュ ー ４ に よ り プ レ ー ト ５ が 生 体 骨 ９ に 固 定 さ れ て 、 人 工 骨 ８ と 生 体 骨 ９ と の 間 が 、 プ レ ー
ト ５ の 架 橋 部 ５ １ に よ り 接 続 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 の 人 工 骨 固 定 構 造 １ に よ る 固 定 は 、 従 来 か ら 知 ら れ て い る プ レ ー ト シ ス テ ム に よ
る 生 体 骨 － 生 体 骨 の 固 定 を 、 生 体 骨 － 人 工 骨 の 固 定 に 拡 張 す る も の で あ り 、 プ レ ー ト シ ス
テ ム の 利 点 と 、 プ レ ー ト シ ス テ ム の 使 用 で 培 わ れ た ノ ウ ハ ウ を そ の ま ま 受 け 継 ぐ こ と が で
き る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 人 工 骨 固 定 構 造 １ に よ り 頭 蓋 骨 に 人 工 骨 を 固 定 し た 状 態 を 、 頭 蓋 骨 の
表 面 側 か ら 図 示 し た 斜 視 図 で あ る 。 人 工 骨 ８ に は 、 浸 出 液 用 の 開 口 部 ８ １ が 多 数 形 成 さ れ
て い る 。 人 工 骨 ８ の 外 縁 部 近 傍 に 形 成 さ れ た 開 口 部 ８ １ の い く つ か （ こ の 図 で は ４ つ ） を
用 い て 、 本 発 明 の 人 工 骨 固 定 治 具 １ １ に よ り 生 体 骨 － 人 工 骨 の 固 定 を 行 っ た 。 固 定 箇 所 の
個 数 及 び 位 置 は 、 人 工 骨 ８ の 形 状 、 寸 法 、 及 び 固 定 部 位 に 合 わ せ て 、 適 宜 変 更 す る の が 好
ま し い 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ５ は 、 図 ４ の 人 工 骨 固 定 構 造 １ に よ り 固 定 し た 固 定 部 分 の １ つ を 拡 大 し た 図 で あ る 。
こ の 例 で は 、 両 端 に ２ つ ず つ ス ク リ ュ ー 穴 ５ ２ を 備 え た Ｉ 型 プ レ ー ト ５ を 使 用 し て い る 。
人 工 骨 ８ の 表 面 側 ８ ５ に は 、 緩 衝 部 材 ２ の フ ラ ン ジ 部 ２ １ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の 例 で は
、 フ ラ ン ジ 部 ２ １ は 、 直 径 約 ８ ｍ ｍ の 円 盤 状 に 形 成 し た 。 緩 衝 部 材 ２ の 挿 入 部 ２ ３ 及 び 膨
出 部 ２ ２ は 、 人 工 骨 ８ の 開 口 部 ８ １ 内 部 及 び 人 工 骨 ８ の 裏 面 側 ８ ６ に 位 置 し て い る の で 、
図 に は 示 さ れ て い な い 。 フ ラ ン ジ 部 ２ １ の 表 面 側 に は 、 プ レ ー ト ５ の 一 端 ５ ５ が 配 置 さ れ
て い て 、 そ こ に 形 成 さ れ た ス ク リ ュ ー 穴 ５ ２ を 、 人 工 骨 用 ス ク リ ュ ー ３ に よ り 人 工 骨 ８ に
固 定 し て 、 プ レ ー ト ５ と 人 工 骨 ８ と を 結 合 し て い る 。 こ の 例 で は 、 人 工 骨 ８ と プ レ ー ト ５
と は 、 １ 本 の 人 工 骨 用 ス ク リ ュ ー ３ に よ り 固 定 さ れ て い る が 、 人 工 骨 ８ の 開 口 部 ８ １ が 適
当 な 位 置 に 形 成 さ れ て お り 、 且 つ 緩 衝 部 材 ２ の フ ラ ン ジ 部 の 形 状 を 工 夫 す れ ば 、 ２ 本 の ス
ク リ ュ ー ３ で 固 定 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 生 体 骨 ９ の 表 面 側 ９ ５ に は 、 プ レ ー ト ５ の 他 端 ５ ６ が 配 置 さ れ て お り 、 そ こ に 形 成 さ れ
た ス ク リ ュ ー 穴 ５ ２ を 、 生 体 骨 用 ス ク リ ュ ー ４ に よ り 生 体 骨 ９ に 固 定 し て 、 プ レ ー ト ５ と
生 体 骨 ９ と を 結 合 し て い る 。 こ の 例 で は 、 生 体 骨 ９ と プ レ ー ト ５ と は 、 ２ 本 の 生 体 骨 用 ス
ク リ ュ ー ４ 、 ４ に よ り 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 人 工 骨 固 定 構 造 は 、 従 来 の マ イ ク ロ プ レ ー ト を ス ク リ ュ ー 止 め す る 手 法 を 用 い
て 人 工 骨 と 生 体 骨 と を 固 定 す る こ と が で き る の で 、 簡 単 な 操 作 で 、 長 期 間 に わ た っ て 確 実
な 固 定 を 得 ら れ 、 ま た 、 骨 格 内 部 の 臓 器 を 不 用 意 に 損 傷 す る お そ れ が 少 な い と い う 利 点 を
有 す る 。 さ ら に 、 従 来 か ら 人 工 骨 に 形 成 さ れ て い る 浸 出 液 用 開 口 部 を 利 用 す れ ば 、 人 工 骨
に 、 固 定 用 の 開 口 部 を 新 た に 形 成 す る 必 要 が な い の で 、 現 在 使 用 さ れ て い る 人 工 骨 の 固 定
に 、 即 時 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に か か る 人 工 骨 固 定 構 造 に よ り 、 生 体 骨 と 人 工 骨 と を 結 合 し た 部 位 の 部 分
断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 人 工 骨 固 定 構 造 に 含 ま れ る 緩 衝 部 材 の 正 面 図 （ Ａ ） と 底 面 図 （ Ｂ ） で あ
る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 人 工 骨 固 定 構 造 に 含 ま れ る 生 体 骨 用 ス ク リ ュ ー （ Ａ ） と 人 工 骨 用 ス ク リ
ュ ー （ Ｂ ） で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 人 工 骨 固 定 構 造 に よ り 頭 蓋 骨 と 人 工 骨 と を 結 合 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 し た に 人 工 骨 固 定 構 造 よ る 固 定 部 分 の 拡 大 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 １ 　 人 工 骨 固 定 構 造
　 ２ 　 緩 衝 部 材
　 ３ 　 人 工 骨 用 ス ク リ ュ ー （ ス ク リ ュ ー 部 材 ）
　 ４ 　 生 体 骨 用 ス ク リ ュ ー （ ス ク リ ュ ー 部 材 ）
　 ５ 　 プ レ ー ト （ 架 橋 部 材 ）
　 ８ 　 人 工 骨
　 ９ 　 生 体 骨
　 １ １ 　 人 工 骨 固 定 治 具
　 ２ １ 　 フ ラ ン ジ 部
　 ２ ２ 　 膨 出 部
　 ２ ３ 　 挿 入 部
　 ２ ４ 　 貫 通 孔
　 ２ ５ 　 切 込 み 部
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　 ３ ２ 　 人 工 骨 用 ス ク リ ュ ー の 先 端 部
　 ４ ２ 　 生 体 骨 用 ス ク リ ュ ー の 先 端 部
　 ５ １ 　 プ レ ー ト の 架 橋 部
　 ５ ２ 　 プ レ ー ト の ス ク リ ュ ー 穴

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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